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概要 
Abstract 

  
魚類や両生類は驚異的な再生能力を持ち、心臓の一部や腕を自律

的に再生可能である。一方、我々ヒトやマウス等の哺乳類の再生能力

は極めて限定的であるが、胎児期や新生児期に限定して、高度な再生

能力を保持する。つまり、我々は進化や成長の過程で再生能力を消失

する。では、『なぜ我々は再生能力を棄却したのか？』この問いを解明

できれば、次世代の再生医療技術を開拓できるかもしれない。 
本セミナーでは、これまでの研究で我々が提唱した哺乳類の心臓再

生能力を規定する新たな機構に関して説明する。更に、現在新たな研

究テーマとして進めているマウス指の骨再生誘導を目指した試みに関

してもお話しする予定である。   
Hirose K et al., Science 364(6436):184-188 (2019). 
Hirose K et al., BioRxiv Online Loss of a novel striated muscle-enriched 
mitochondrial protein Coq10a enhances postnatal cardiac hypertrophic growth 
(2019). 
Payumo AY, Chen X, Hirose K, et al., Circulation 144(12):1000-1003 (2021). 
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